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とろみの使用基準統一に向けてとろみの使用基準統一に向けて

和合せいれいの里 和合愛光園

澤口潔美 森島絢子

1号館 2号館

就労支援施設
チャレンジ工房

4号館 聖隷こども園めぐみ

和合せいれいの里社会福祉法人

聖隷福祉事業団

３号館 在宅サービス

事業者内保育所

めぐみ保育園

特別養護老人ホーム

和合愛光園

施設の使用状況

とろみをつけている利用者数
全体の約33％

学会分類2013（とろみ）早見表

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会

嚥下調整食特別委員会策定

①フロアごとに運用（濃度・段階）が異なる

（お茶100ｍｌに対して）

施設の現状 施設の現状

②とろみ調整食品をミルクの空き缶に
入れていたフロアもあった

③退院時のとろみの指示に対し適切な
対応が出来ていない

④デイサービスとショートステイで違う
濃度のお茶を提供していた
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目的

利用者様に安全に水分を摂取して
いただく為に、とろみを作る職員の
誰もが分かる基準を作成・運用し、
毎食同じ濃度で提供する。

取り組み①

ラインスプレッドテスト

とろみのついた溶液が
一定時間に広がる距離を
見ることで「とろみの程度」を

数値化する方法

取り組み②

取り組み③ 研究方法①

とろみを作る職員を対象に、基準作成
後の運用状況や課題についてアン
ケート調査を実施
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≪困ったこと≫
・薄いとろみ・中間のとろみ・濃いと
ろみの名称が浸透していない

≪良かったこと≫
・分かりやすい
・新人や実習生に説明しやすい
・デイサービスからショートステイへ
明確に情報を伝えることができる

≪活用していない理由≫
・基準統一以前の濃度を継続している

結果 結果

≪ご意見≫
・少数の職員は急いでいると、とろみ調整食品を計量
できていない。
・とろみが濃いほど咽ない

200ｃｃに黄色スプーン１.5杯

考察

≪新基準≫

≪以前の基準≫

水分量 薄いとろみ 中間のとろみ 濃いとろみ

200ｃｃ ピンクスプーン
1杯

黄色スプーン
1杯

黄色スプーン
2杯

利用者様ひとりひとりに合わせた基準設定が必要

どの基準に当てはまる
のかわからない・・・

今年度の取り組み

2017年4月から、事業団内でとろみ調整
食品・基準の統一を実施

≪統一の利点≫
・利用者様が施設移動した際、統一した水分提
供が出来る
・職員の異動の際、混乱を防ぐ

とろみ調整食品統一による価格抑制

統一前 統一後

差額
とろみ調整食品 価格

（中間のとろみ）
とろみ調整食品

価格
（中間のとろみ）

和合愛光園
ネオハイ
トロミールⅢ

8.64円

トロミ
パワー
スマイル

5.8円

-2.84円

○○園 とろみスマイル 7.04円 -1.24円

△△園 スルーキングi 7.95円 -2.15円

□□園
ネオハイ
トロミールＲ＆Ｅ

9.76円 -3.96円

◎◎園 つるりんこ 10.22円 -4.42円

△△ホーム トロメイククリア 8.33円 -2.53円

□□の里
ネオハイ
トロミールネクスト

6.8円 -1円

研究方法②

無作為に抽出したとろみ茶28例を
対象にＬＳＴを実施
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結果 ＬＳＴ結果（28例実施）

ケー4

一元配置分散分析で検定実施

結果 ＬＳＴの結果（フロア別）

考察

200ml250ml

250ml 200ml

100ml130ml150ml

1号館3Fフロア

2号館3Fフロア 考察

毎食同じ濃度の重要性を周知することが必要

利用者様のその日の状態に合わせて濃度の調節をするなど柔軟な対応も必要

同じ濃度で提供

むせた むせた

嚥下機能が低下？
姿勢が原因？

覚醒状態が原因？など
濃度以外で原因分析できる

濃度が適切でないから・・
原因分析できず

違う濃度で提供

施設内・事業団内の基準の統一

利用者様

入居
フロア フロア

デイサービス

考察

ショートステイ

地域全体で基準の統一

たかがお茶 されどお茶

地域で統一した水分提供

質の高いサービス提供
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新茶を味わう❤

ご清聴ありがとうございました


